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家 

族 

月 

間 

 
 

 

平
成
25
年 

12
月
５
日
（
木
） 

年 

次 

総 

会 

於 

名
古
屋 

東
急
ホ
テ
ル 

 
 

会
員 

64
名 

出
席
計
算
数 56

名
中
45
名
出
席 

出
席
率
80
・
36
％ 

前
々
回
出
席
率
91
・
07
％ 

  

例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

  

★
西
名
古
屋
分
区
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｒ 

★
受
入
青
少
年
交
換
学
生
挨
拶 

★
誕
生
日
の
お
祝
い 

★
春
日
井
職
業
奉
仕
委
員
長 

・
航
空
自
衛
隊
小
牧
基
地
見
学
報
告 

★
堀
江
30
周
年
実
行
委
員
長 

・
30
周
年
記
念
例
会
に
つ
い
て 

 
 

★
近
藤
明
美
親
睦
活
動
委
員
長 

・
新
春
夜
間
例
会
案
内 

★
林
順
治
新
世
代
奉
仕
委
員
長 

・
受
入
青
少
年
交
換
学
生 

参
加
イ
ベ
ン
ト
案
内 

★
年
次
総
会 

 

・
第
１
号
議
案 

 

・
第
２
号
議
案 

・
第
３
号
議
案 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
君
が
代
」「
四
つ
の
テ
ス
ト
」 

指 

揮 

者 
 

 

丹
下 

富
博 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

 
 

冨
板 

玲
子 

  

ゲ
ス
ト 

受
入
青
少
年
交
換
学
生 

ア
ク
セ
ル
・
レ
ヒ
テ
ィ
ネ
ン 

 

ビ
ジ
タ
ー 

名
古
屋
丸
の
内
Ｒ
Ｃ 

Ｉ
Ｍ
実
行
委
員
会
副
委
員
長 

 
 

 

田
島 

陽
介
さ
ん 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

Ｉ
．Ｍ
．の
お
願
い
に
参
り
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

名
古
屋
丸
の
内
Ｒ
Ｃ 

田
島 

陽
介
さ
ん 

今
日
は
年
次
総
会
で
す
。初
体
験
で
す
。

お
手
柔
ら
か
に
、
お
願
い
し
ま
す
。 

木
村 

光
徳 

先
週
は
職
業
奉
仕
委
員
会
、
御
苦
労
様

で
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

渡
辺 

観
永 

マ
ー
ジ
ャ
ン
例
会
で
幸
運
に
恵
ま
れ
初

優
勝
出
来
ま
し
た
。 

 

小
野 

定
男 

今
年
も
お
も
ち
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鬼
頭 

茂
成 

師
走
、
風
邪
を
ひ
き
ま
せ
ん
よ
う
に
。

草
野 

勝
彦 

先
月
の
ネ
パ
ー
ル
、
関
係
者
の
皆
さ
ん

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

吉
田 

隆
彦 

娘
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
よ
り
１
年
ぶ
り

帰
国
し
ま
し
た
。 

 
 

柴
岡 

正
将 

小
野
さ
ん
麻
雀
大
会
優
勝
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

 

尾
上 

 
昇 

小
野
さ
ん
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

い
た
。 

 
 

 
 

 
 

岩
崎 

征
一 

誕
生
月
で
す
。
ゴ
ル
フ
例
会
準
優
勝
で

し
た
。
杉
浦
さ
ん
、
岡
村
さ
ん
、
杉
本

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

春
日
井
和
良 

ア
ク
セ
ル
君
東
京
お
も
し
ろ
そ
う
で
す
。 

髙
木 

政
義 

妻
の
誕
生
月
で
す
。 

  

尾
上 

 

昇 

実
は
家
族
例
会
の
日
が
誕
生
日
で
す
。 

渡
辺 

観
永 

母
の
誕
生
日
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で 

 iP
a
d

を
茶
飲
み
友
だ
ち
に
、毎
日
元
気

に
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

照
井 

 

栞 

誕
生
月
で
す
。
早
す
ぎ
ま
す
・
・
・
。 

神
野 

邦
利  

  

会
長
挨
拶 

 
 

会
長 

木
村 

光
徳 

 

先
日
、
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
ヒ
ル
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
が
初
の
海
外
遠
征
を

決
行
し
、
参
加
者
全
員
が
登
頂
に
成
功

し
た「
玉
山
」擁
す
る
台
湾
に
つ
い
て
、

今
日
は
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

台
湾
に
行
っ
て
、ま
ず
感
じ
る
の
が
、

親
日
的
な
事
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
多 

く
の
人
々
が
日
本
に

対
し
て
憧
れ
さ
え
抱

い
て
い
る
様
子
が
感

じ
取
れ
る
事
で
す
。

こ
れ
は
韓
国
・
中
国

は
論
外
の
事
と
し
て
、

他
の
ア
ジ
ア
の
国
で

も
、
余
り
感
じ
る
事

が
無
い
感
覚
で
す
。 

 

そ
の
理
由
と
し
て

は
軍
隊
が
侵
攻
し
て

略
奪
し
た
の
で
は
な

く
、
日
清
戦
争
の
勝

利
に
よ
り
割
譲
さ
れ
、

戦
場
に
は
な
ら
な
か 

っ
た
事
。
50
年
間
に
亘
り
、
弾
圧
で
は

な
く
融
和
政
策
で
治
め
た
事
。
第
２
次

大
戦
後
中
国
本
土
か
ら
敗
走
し
て
台
湾

に
逃
げ
て
き
た
、
蒋
介
石
率
い
る
外
省

人
の
国
民
党
政
府
に
よ
る
差
別
や
弾
圧

と
の
比
較
。
そ
し
て
最
も
大
き
な
要
因

は
、
友
日
教
育
が
行
わ
れ
ず
、
烏
山
頭

ダ
ム
建
設
に
よ
り
、
荒
野
を
豊
か
な
農

地
に
変
え
た
八
田
興
一
の
功
績
が
教
科

書
に
載
り
、
国
全
体
に
周
知
さ
れ
た
事

等
に
よ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
の
20
数
年
は
訪
問
し
た
事
は
有

り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
頃
ま
で
は
、
海
外

で
の
ゴ
ル
フ
旅
行
先
と
し
て
、
台
湾
は

大
変
人
気
が
有
り
、
私
も
５
～
６
回
行

っ
た
事
が
有
り
ま
す
。
日
本
統
治
時
代 

の
歴
史
の
有
る
コ
ー
ス
淡
水

ダ
ン
シ
ュ
イ

ゴ
ル
フ 

ク
ラ
ブ
を
始
め
、
数
箇
所
の
コ
ー
ス
で

プ
レ
イ
し
ま
し
た
が
、
特
に
淡
水
で
は

中
年
男
性
の
キ
ャ
デ
ィ
が
付
き
、
若
い

頃
か
ら
ヘ
ボ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
で
あ
っ
た
為

親
切
に
色
々
コ
ー
チ
を
し
て
貰
っ
た
事

は
今
で
も
鮮
明
に
記
憶
に
残
っ
て
い
ま

す
。
現
在
で
は
韓
国
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が

世
界
を
席
捲
し
て
い
ま
す
が
、
ア
ジ
ア

で
強
い
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
は
台
湾
人
と

い
う
の
が
定
番
で
し
た
。
陳
清
波
、
呂

良
煥
、
謝
敏
男
、
涂
阿
玉
等
々
年
配
の

ゴ
ル
フ
ァ
ー
に
は
大
変
懐
か
し
い
名
前

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
陳
清
波

の
レ
ッ
ス
ン
書
は
愛
読
さ
れ
た
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
以
外
の
ス
ポ

ー
ツ
で
は
こ
れ
も
日
本
統
治
時
代
の
影

響
で
野
球
が
最
も
人
気
が
有
り
国
民
的

ス
ポ
ー
ツ
に
な
っ
て
い
る
様
で
す
。 
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年
次
総
会 

第
一
号
議
案 

２
０
１
５
～
２
０
１
６
年
度
会
長
・

幹
事 

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

15
～
16
年
度
会
長 
田
崎
雅
三
さ
ん 

15
～
16
年
度
幹
事 

丹
下
富
博
さ
ん 

第
二
号
議
案 

２
０
１
４
～
２
０
１
５
年
度
役
員
理

事 

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

会
長
（
役
員
） 

 

髙
木 

政
義 

                 

副
会
長
（
役
員
） 

 

前
田 

隆
久 

幹
事
（
役
員
） 

 

大
原 

敏
正 

会
計
（
役
員
） 

 

堀
江 

英
弥 

Ｓ
．
Ａ
．
Ａ
．（
役
員
） 

横
井 

 

衞 

会
長
エ
レ
ク
ト
（
役
員
）
田
崎 

雅
三 

直
前
会
長
（
役
員
） 

 

木
村 

光
徳 

副
幹
事
（
理
事
） 

 

丹
下 

富
博 

ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
長
（
理
事
） 

 

渡
辺 

観
永 

会
場
運
営
委
員
長
（
理
事
） 小

澤 

幸
男 

親
睦
活
動
委
員
長
（
理
事
） 柴

岡 

正
将 

広
報
委
員
長
（
理
事
） 
西
鶴 

智
香 

会
員
組
織
委
員
長
（
理
事
） 川

畑 

博
敬 

職
業
奉
仕
委
員
長
（
理
事
） 

 

桑
山 

光
俊 

社
会
奉
仕
委
員
長
（
理
事
） 松

本 

哲
朗 

国
際
奉
仕
委
員
長
（
理
事
） 酒

井 
 

修 

青
少
年
奉
仕
委
員
長
（
理
事
） 

 

宇
野 

史
仁 

Ｒ
財
団
・
米
山
奨
学
委
員
長
（
理
事
）

 

近
藤
宏
一
郎 

地
区
研
修
・
協
議
会
実
行
委
員
長
（
理
事
） 

 

鬼
頭 

茂
成 

第
３
号
議
案 

ク
ラ
ブ
細
則
の
改
定 

承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

  

受
入
青
少
年
交
換
学
生
挨
拶 

ア
ク
セ
ル
・
レ
ヒ
テ
ィ
ネ
ン 

       

 

こ
ん
に
ち
は 

み
な
さ
ん
、
お
元
気

で
す
か
？ 

今 

僕
は
、
四
ヶ
月 

こ

こ
日
本
で
た
ち
ま
す
。
僕
は
、
い
っ
ぱ

い
経
験
し
ま
し
た
。 

例
え
ば
、
先
週
、
僕
と
鬼
頭
さ
ん
の

お
母
さ
ん
と
娘
さ
ん
が
、
伊
勢
神
宮
に 

行
き
ま
し
た
。
そ
れ
は 

と
っ
て
も
お

も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。 

先
月
、
僕
は
ホ
ス
ト
チ
ェ
ン
ジ
を
し

ま
し
た
。
今 

僕
は
、
林
（
順
治
）
さ
ん

の
家
に
す
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
は
と
っ

て
も
楽
し
い
で
す
。 

 

そ
れ
と 

こ
の
日
曜
日
に
、
僕
は 

第
九
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
楽
し
み
で
す
。 

僕
は
ま
だ
、
漢
字
が
読
め
な
い
、 

 

そ
れ
は 

ち
ょ
っ
と
か
な
し
い
で
す
。 

で
も
、
ま
だ
が
ん
ば
り
ま
す
。 

よ
ろ
し
く 

お
願
い
し
ま
す
。 

＊
原
文
は
ロ
ー
マ
字 

12
月
19
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

同
日 

 

家
族
忘
年
会 

 
 

 
 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 
 

  

18
時
00
よ
り
受
付 

 
 

  

18
時
30
よ
り
例
会
開
始 

                            

12
月
26
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

同
日 

み
そ
か
例
会 

  

広
報
委
員
会 

小
澤 

幸
男
・
青
木 

靖
高 

飯
田 

昭
夫
・
杉
浦 

令
淑 

 
 

 
 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

                           

 
 

＜優 勝＞ 田崎 雅三 

吉田明夫さん、吉田憲一さん、酒井 

さん、楽しくラウンドさせて頂きあり 

がとうございました。 

ショット・パットともに偶然の重な 

りが作ったスコアですが、70 台での 

優勝はロータリー 

に入って初めて 

の事です。あ 

りがとうご 

            ざいました。 
 

OUT IN GROSS HDCP NET 次回

優勝 田崎　雅三 39 38 77 3 74 2

2位 春日井和良 46 45 91 15 76 13

3位 岡村　隆德 44 44 88 9 79 8

BB 酒井　　修 51 58 109 23 86 ―   

平成25 年11月2７日(水)         
於 京和カントリー倶楽部 

＜準優勝＞   
春日井和良 

＜べスグロ＞  
田崎 雅三 

＜ニアピン＞  
No．３ 春日井和良  No．8 杉本英夫  No．11 吉田明夫  No．15 吉田 憲一 
 


	「君が代」「四つのテスト」
	親睦夜間例会 ネパールナイト！
	最終夜間例会
	親睦活動委員長挨拶
	最終夜間例会
	親睦活動委員長挨拶

